
企
業
行
動
の
多
角
化
・
情
報
化
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働

（15）企業行動の多角化・憎報化とホワイトカラーの労働

2．1．4．3．i

は
じ
め
に

産
業
構
造
転
換
期
の
企
業
行
動

～
多
角
化
と
情
報
化

多
角
化
・
情
報
化
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働

人
事
管
理
の
新
し
い
方
向

①
転
換
期
の
課
題
　
　
　
　
．

②
専
門
化
、
広
域
化
、
多
様
化

緒
ぴー

　
は
じ
め
に

　
本
稿
の
課
題
は
、
わ
が
国
で
次
第
に
本
椿
化
し
て
き
た
産
業
構

造
の
転
換
が
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
及
ぽ
す
よ
う
に
な
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず

第
2
章
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
に
お
け
る
産
業
構
造
転
換
が
、

倉
　
　
田

良
　
．
樹

企
業
に
よ
る
事
業
戦
略
転
換
へ
の
稜
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
。
さ
れ
て
く
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
基
本
的
な
方

向
を
多
角
化
と
情
報
化
と
い
う
2
つ
の
概
念
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。

第
3
章
で
は
、
こ
の
企
業
行
動
の
転
換
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労

働
を
ど
う
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
、
企
業
に
と
っ
て
の
必

要
性
と
言
う
観
点
を
重
視
し
て
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、
多
角
化

と
情
報
化
を
実
現
す
る
た
め
に
企
業
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
働
き
ぷ
り
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
。
第
4
章
で
は
、
同
様
の
視
角
か
ら
、
多
角
化
と
憎
報
化

が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
人
事
管
理
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
変
え

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
考
察
し
、
専
門
化
、
広
域
化
、
多

様
化
と
い
う
三
つ
の
方
向
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

明
ケ
か
に
す
る
。
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一橋論叢 第103巻 第2号（16）

　
　
　
2
　
産
業
構
造
転
換
期
の
企
業
行
動

　
　
　
　
　
　
～
多
角
化
と
情
報
化

　
一
九
八
六
年
末
を
起
点
と
し
て
現
在
ま
で
持
続
し
て
い
る
内
需

主
導
の
「
大
型
景
気
」
は
、
わ
が
国
の
産
業
構
造
の
転
換
を
急
速

に
推
し
進
め
つ
つ
あ
る
。
筆
者
は
、
わ
が
国
の
こ
れ
か
ら
の
産
業

構
造
転
換
の
基
本
的
な
方
向
は
、
付
加
価
値
の
高
い
多
様
な
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
旺
盛
な
国
内
需
要
に
ウ
ェ
イ
ト
を
移
し

つ
つ
、
高
次
元
の
サ
ー
ピ
ス
経
済
化
を
実
現
し
て
い
く
方
向
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
情
報
技
術
を
中
心
と
す
る
技
術
革
新
の
飛
躍

的
発
展
、
資
産
効
果
に
よ
る
国
内
市
場
の
質
的
転
換
、
円
高
と
労

働
カ
不
足
に
よ
る
国
際
分
業
の
進
展
な
ど
、
わ
が
国
経
済
を
め
ぐ

る
諸
条
件
は
上
述
の
よ
う
な
産
業
構
造
の
転
換
を
長
期
に
わ
た
っ

て
持
続
さ
せ
て
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
国
の
産
業
構
造
の
金
体
に
及
ぷ
大
き
な
構
造
転

換
期
に
は
、
産
業
空
洞
化
、
大
量
失
業
の
発
生
と
い
っ
た
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
事
態
が
進
展
す
る
こ
と
を
予
想
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
た
し
か
に
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
既
存
産
業
に
固

執
す
る
伝
統
的
大
企
業
が
衰
退
の
道
を
辿
っ
て
い
っ
た
り
、
新
興

産
業
に
新
規
参
入
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
企
業
が
短
期
の
間
に
急
成

長
を
と
げ
た
り
す
る
よ
う
な
、
企
業
間
の
新
旧
交
代
の
局
面
も
現

れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
筆
者
は
、
戦
後
日
本
の
多
く
の
優
良

企
業
が
培
っ
て
き
た
強
い
環
境
適
応
能
カ
と
、
従
業
員
の
雇
用
重

視
の
政
策
と
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
発
揮
さ
れ
る
こ
と

を
予
測
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
既
存
の
企
業
に
よ
る
、

市
場
環
境
の
変
化
に
適
応
し
て
行
く
た
め
の
積
極
的
な
多
角
化
行

動
が
、
今
後
、
一
層
広
く
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
構

造
転
換
期
に
入
る
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
の
産
業
界
で
は
、
活
カ
あ

る
優
良
企
業
が
成
熟
化
し
た
既
存
事
業
の
縮
小
や
質
的
転
換
を
は

か
り
つ
つ
、
新
規
事
業
を
開
拓
し
て
多
角
化
経
営
を
行
な
っ
て
い

く
。
そ
し
て
こ
の
動
き
が
わ
が
国
産
業
構
造
の
転
換
を
リ
ー
ド
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。
こ
の
傾
向
は
す
で
に
一
九
八
○
年
代

初
頭
か
ら
現
に
開
始
さ
れ
て
お
り
、
次
第
に
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
産
業
の
基
本
的
な
方
向
を
示
す
キ
ー
ワ

ー
ド
は
企
業
行
動
の
「
多
角
化
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
経
済
企
画
庁
の
『
昭
和
六
二
年
度
企
業
行
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
』
は
、
多
角
化
、
新
規
事
業
進
出
に
関
す
る
こ
れ
か
ら

の
企
業
経
営
の
方
針
に
つ
い
て
幅
広
い
視
角
か
ら
調
査
を
行
な
っ

　
＾
1
〕

て
い
る
。
こ
の
調
査
に
よ
れ
ぱ
、
今
日
の
大
企
業
が
、
総
じ
て
、

本
業
部
門
よ
り
も
新
規
事
業
部
門
に
お
い
て
よ
り
大
き
な
売
上
増
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（17）　企業行動の多角化・惰報化とホワイトカラーの労働

第1表本業およぴ新規事業分野における今後の売り上げの予預
（単位：％）

昭和63年度 今後3年間 今後5年間
（年平均） （年平均）

本 多新進 本 多新進 本 多新進
業 角分出化　部 業 角分出化　都 業

部 部 都
雇分壕

門 ・野門 門 ・野門 門 ・野門

全 産 業 5，3 22．7 5．1 19．7 5．1 17．9

製　　造　　業 5．0 26．O 4．9 22．4 4．8 20．0

素材型製造業 4．2 23，3 4．1 21．5 4．1 19．3

加工型製造業 5．8 32．9 5．6 26．2 5．6 22．O

その他の製造業 4．7 20．2 4．6 18．3 4．5 18．0

非　製　造　業 6．O 15．1 5．7 13．6 5．5 13．1

注1平均は実数値による。

注2回答企案数は1，1弘社
出典：経済企画庁『昭和62年度企棄行醐アンケート調壷』

加
率
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
第
－
表
）
。
金
産
業
で

見
て
、
今
後
一
、
三
、
五
年
の
年
間
平
均
の
売
上
増
加
の
予
測
は
、

本
業
部
門
に
つ
い
て
は
約
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

新
規
事
業
分
野
に
関
し
て
は
、
二
〇
％
前
後
の
た
か
い
成
長
率
を

見
込
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
、
加
工
製
造
業
の
新
規
事
業
成
長
率

の
予
測
は
、
今
後
一
年
間
が
三
二
・
九
％
、
今
後
三
年
間
の
年
間

平
均
が
二
六
・
二
％
、
今
後
五
年
間
の
年
間
平
均
が
二
二
．
○
％

と
な
っ
て
お
り
、
経
営
戦
略
の
上
で
多
角
化
、
新
分
野
進
出
が
き

わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
同
調
査
で
は
さ
ら
に
、
各
業
種
、
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
事
業
分
野

へ
の
進
出
に
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
か
を
調
べ
て
い
る
。
第
2
表

は
今
後
五
年
間
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
進
出
事
業
分
野
の
種
類
を

本
業
の
業
種
別
に
ま
と
め
た
調
査
結
果
で
あ
る
。
食
料
晶
、
石

油
・
石
炭
で
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
違
に
、
化
学
・
化
学
製

品
、
非
鉄
金
属
、
鉄
綱
で
は
新
素
材
関
連
に
、
精
密
機
器
で
は
マ

ィ
ク
ロ
ェ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
に
、
重
電
、
電
カ
・
ガ
ス
で
は

情
報
通
信
に
、
不
動
産
で
は
レ
ジ
ャ
ー
関
連
に
、
そ
れ
ぞ
れ
進
出

希
望
分
野
が
集
中
し
て
い
る
。
本
業
と
新
規
進
出
分
野
と
の
組
み

合
わ
せ
に
関
し
て
、
こ
の
調
査
か
ら
い
く
つ
か
の
バ
タ
ー
ン
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
は
、
本
業
で
活
用
し
て
い
る
技
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橘論叢　第103巻　第2号　（18）

第2表本業業種別にみた今後5年間の主要な新規事業進出分野

＼　規事業進出　　　分野 ’

’、1］ 新 マク関 惰 レ 住 都 シケ
イジ 素 イト連 報

ジ

宅 市 ノレヅ

本鰯＼
オ1
材
クロ ヤ

． 再
パト

テ関 ロニ
関 通

1
ク連

関
開

1関

エク 関
連

マ連
ノ レス 信 連 連 発 1

パルプ・紙食 料 品 ● ○

化学（医薬晶・その他） ○ O
石油・石炭 ● ●

○
◎ ◎ ○

化学（無機・有機） ◎ ● O
輸送用機器の「その
他」（軍両製造等） ○ ○

窯業・土石 ◎ ◎

金属製品 ◎ ○

非鉄金属 ● ◎ ○ ○

一般機械 ○ ○

鉄 鋼 ● ○ ○ ○
繊 維 ○ ○ ○ ○ O
自動車・同部品 ○ ○ ○

精密機器 ○ ○ ● ◎
弱 電 ○ ◎ ◎
璽 電 ○ O ◎ ●

卸 売 ○ ○ ○ ◎ ○ O
その他製造業（印刷・
文房具等） ○ ○ ○

電カ・ガス ● ○ ◎

水産・農林・鉱業 ◎ ◎ ● ◎ ◎
造 船 ○ ○ ○ ○ ● ● ◎ O
建 設 ○ ○ ○

小売・その他 ○ ◎
サ ■　ピ ス O ◎
運輸・通信 O ◎ ○ ○
ゴ ム ◎ ◎
倉 庫 ○ ○
不 動 産 ● ○ ○ ◎

注1・本爽の棄種別に紀入社数に対する新規分野巡出企棄致の割合をみた屯の。

　2。■はフO％以上，◎は50％以上70％来満．○は30％以上50％未満，ブランクは釦％末
　　減を致す．

出典：経済企画庁『昭和62年度企薬行醐アンケート調蛮』
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（19）　企業行動の多角化1情報化とホワイトカラーの労働

術
の
一
層
の
高
度
化
を
は
か
っ
て
新
規
事
業
に
進
出
し
て
い
こ
う

と
す
る
バ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
鉄
綱
メ
ー
力
1
が
新
素
材
関
連
に
進

出
し
た
り
、
精
密
機
器
メ
ー
力
1
が
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
関
連
に
進
出
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
第
二
に

は
、
本
業
の
経
営
資
源
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
て
、
川
下
分
野
の
事

業
に
進
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
金
属
メ
ー
カ

ー
が
住
宅
関
連
に
進
出
し
た
り
、
不
動
産
会
杜
が
レ
ジ
ャ
ー
関
連

に
進
出
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
第
三
に
は
、
本

業
の
事
業
と
は
無
関
係
に
、
た
だ
そ
の
事
業
が
成
長
分
野
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
も

あ
る
。
例
え
ぱ
、
様
々
な
業
種
か
ら
の
レ
ジ
ャ
ー
関
連
へ
の
進
出

に
は
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
推
渕

さ
れ
る
。

　
日
本
企
業
の
多
角
化
行
動
に
関
し
て
は
、
過
去
に
も
す
で
に
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

格
的
な
実
証
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
稿
に
お
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
企
業
の
多
角
化
行
動
を
分
析
す
る
た
め

の
視
点
と
し
て
、
シ
ー
ズ
主
導
型
の
多
角
化
行
動
と
二
ー
ズ
主
導

型
の
多
角
化
行
動
と
い
う
単
純
化
し
た
二
つ
の
類
型
を
設
定
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
産
業
構
造
の
急
速
な
転
換
は
、
技
術
革
新

の
進
展
に
よ
る
商
品
開
発
力
・
事
業
開
発
カ
の
向
上
と
市
場
二
ー

ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
と
い
う
二
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
に
対
応
す
る
企
業
行
動
が
シ
ー
ズ

主
導
型
の
多
角
化
行
動
で
あ
り
、
後
者
に
対
応
す
る
企
業
行
動
が

二
ー
ズ
主
導
型
の
多
角
化
行
動
で
あ
る
。

　
情
報
化
技
術
を
中
心
と
す
る
わ
が
国
の
技
術
革
新
は
プ
ロ
セ
ス

技
術
の
改
善
だ
け
で
は
な
く
、
商
品
開
発
カ
と
い
、
つ
点
で
も
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
産
業
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
新
製
品
、
新

規
事
業
を
開
発
す
る
能
カ
が
向
上
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
シ
ー

ズ
主
導
型
の
多
角
化
行
動
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
例
え
ぱ
、
新
日

鉄
が
一
九
九
五
年
度
に
向
け
て
打
ち
出
し
て
い
る
「
複
合
経
営
推

進
の
中
長
期
ビ
ジ
冒
ン
」
で
目
指
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な

タ
イ
プ
の
多
角
化
で
あ
る
。
こ
の
中
長
期
ビ
ジ
目
ン
は
、
一
九
九

五
年
に
お
け
る
同
杜
の
売
上
構
成
を
総
合
素
材
分
野
（
鉄
、
新
素

材
、
化
学
）
六
〇
％
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
分
野
一
〇
％
、
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
情
報
通
信
・
シ
ス
．
テ
ム
分
野
二
〇
％
、
社
会
開

発
・
生
活
開
発
分
野
一
〇
％
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

新
規
事
業
の
大
半
は
、
鉄
鋼
生
産
で
培
っ
て
き
た
同
社
の
基
盤
技

術
か
ら
派
生
的
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
新
技
術
を
軸
と
す
る
シ
ー

ズ
主
導
型
の
性
椿
を
持
っ
て
い
る
。
薪
素
材
、
化
学
、
エ
ン
ジ
ニ
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ア
リ
ン
グ
事
業
は
も
と
も
と
同
社
の
本
業
に
直
接
的
に
端
を
発
し

て
い
る
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
デ
ヴ

ァ
イ
ス
事
業
は
、
高
炉
の
制
御
の
た
め
に
同
社
が
開
発
し
て
き
た

技
術
を
応
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
情
報
通
信
分
野
で
は
、

ビ
ジ
コ
ン
用
パ
ヅ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
の
製
造
販
売
な
ど
、
従
来
に
な

い
業
務
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ァ
の
子
会
社
を

す
で
に
四
社
設
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
展
開
は
、
既
存
の

シ
ス
テ
ム
部
門
を
分
社
化
し
て
事
業
範
囲
の
拡
大
し
た
こ
と
が
も

た
ら
し
た
成
果
で
あ
る
。

　
他
方
、
市
場
二
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
と
い
う
外
部
環
境
要

因
の
変
化
か
ら
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
結
び
つ

け
て
い
く
多
角
化
行
動
が
こ
こ
に
い
う
二
ー
ズ
主
導
型
の
多
角
化

行
動
で
あ
る
。
既
存
の
製
品
に
サ
ー
ビ
ス
、
憎
報
な
ど
の
付
加
価

値
を
付
け
加
え
て
消
費
者
二
ー
ズ
に
密
漕
し
た
多
様
な
事
業
展
開

を
行
な
っ
て
い
く
方
向
を
と
る
企
業
が
増
大
し
て
き
た
。
例
え
ぱ
、

味
の
素
が
昭
・
和
六
〇
年
以
降
展
開
し
て
き
た
関
連
企
業
設
立
に
よ

る
多
角
化
戦
略
を
こ
の
タ
イ
プ
の
代
表
例
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
昭
和
六
〇
年
か
ら
昭
和
六
四
年
三
月
ま
で
の
間
に
同

社
が
設
立
し
た
関
連
会
社
は
、
二
二
杜
に
及
ぶ
が
、
そ
の
う
ち
の

ニ
ハ
社
の
事
業
が
二
ー
ズ
主
導
型
の
多
角
化
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
る
。
包
装
・
物
流
・
販
売
事
業
の
部
門
で
は
、
外
国
製
食
器
・

調
理
器
具
の
輸
入
販
売
、
フ
ォ
ァ
グ
ラ
等
フ
ラ
ン
ス
製
食
品
の
輸

入
販
売
な
ど
の
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
・
他
事
業
の

レ
ス
ト
ラ
ン
・
惣
菜
部
門
で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
と
し
て
出
店
し
た
り
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
等
の
コ
ン
ビ
ニ
ェ

ン
ス
ス
ト
ァ
に
惣
菜
を
供
給
す
る
会
杜
や
、
老
人
ホ
ー
ム
向
け
の

老
人
メ
ニ
ュ
ー
の
給
食
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
部
門
で
は
、
同
社
の
バ
イ
オ
技
術
を
活
か
し
て
、
水
耕
栽
培
の

設
傭
・
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
な
っ
た
り
、
メ

ロ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
犬
根
等
の
種
の
製
造
販
売
を
行
な
っ
て
い
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
部
門
で
は
、
電
子
レ
ン

ジ
用
包
装
材
の
製
造
販
売
等
を
行
な
っ
て
い
る
。
「
そ
の
他
」
の

部
門
で
は
、
食
品
の
通
信
販
売
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
不
動
産
等
の

会
社
を
設
立
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
同
社
が
昭
和
六
〇
年
以
来
手
が
け
て
い
る
関
達

会
社
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
開
は
、
食
生
活
全
般
に
関
わ
る
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
多
角
的
に
事
業
化
し
て
い
く
と
い
う
方
向
を
と
っ
て

い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
タ
イ
プ
の
多
角
化
行
動
に
お
い
て
、
企

葉
は
シ
ー
ズ
は
シ
ー
ズ
と
し
て
、
二
ー
ズ
は
二
ー
ズ
と
し
て
独
立
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（21）企業行動の多角化・憎報化とホワイトカラーの労働

第1図企業行動の多角化と憎報化

　　　によるその統合
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に
把
握
し
て
、
新
規
事
業
展
開
を
構
想
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
規
事
業
展
開
の
可
能

性
と
し
て
存
在
す
る
二
つ
の
方
向
は
、
「
情
報
化
」
と
い
う
コ
ン

セ
フ
ト
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
る
（
第
－
図
）
。

　
技
術
カ
を
基
盤
に
し
た
シ
ー
ズ
主
導
型
の
新
規
事
業
展
開
を
行

な
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
市
場
に
つ
い
て
の
「
外
向
き
」
の
情

報
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
の
具
体
的
な
姿
が
決
定
さ
れ

る
。
市
場
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
二
ー
ズ
主
導
型
の
新
規
事
業

展
開
を
行
な
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
自
社
の
経
営
資
源
に
関
す

る
「
内
向
き
」
の
惜
報
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
ウ
て
事
業
の
具
体

的
な
姿
が
決
定
さ
れ
る
。
技
術
の
応
用
範
囲
が
比
較
的
限
ら
れ
て

い
て
、
市
場
二
ー
ズ
の
性
格
が
明
確
で
あ
る
場
合
に
は
、
経
営
に

お
け
る
情
報
の
占
め
る
位
置
は
相
対
的
に
小
さ
い
。
だ
が
、
多
角

化
時
代
の
企
業
行
動
に
と
っ
て
は
、
憎
報
を
収
集
し
て
そ
れ
を
的

確
に
分
析
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

技
術
革
新
に
よ
る
製
品
開
発
・
事
業
開
発
の
方
向
と
市
場
二
ー
ズ

ヘ
の
対
応
の
方
向
と
を
う
3
く
的
中
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
何
に
も

増
し
て
重
要
に
な
る
。
情
報
化
に
よ
る
統
合
が
成
功
し
な
い
な
ら

ぱ
、
個
別
企
業
が
変
動
す
る
市
場
環
境
に
対
し
て
多
角
化
に
よ
っ

て
適
応
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
多

角
化
と
情
報
化
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
両
者
は
一
体
と
な

っ
て
構
造
転
換
期
に
あ
る
わ
が
国
の
企
業
行
動
を
主
導
し
て
い

る
。

3
　
多
角
化
．
情
報
化
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働

　
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
多
く
の
日
本
企
業
は
、
成
長
性
の
あ
る

事
業
分
野
に
戦
略
の
重
点
を
絞
り
込
み
、
各
社
横
並
ぴ
の
過
当
競

争
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
シ
ェ
ァ
の
拡
大
が
経
験
効
果
の
集
積
を

生
み
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
高
品
質
・
低
コ
ス
ト
化
が
さ
ら
な
る
シ
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エ
ァ
の
拡
大
を
生
む
、
と
い
う
成
長
至
上
主
義
的
企
業
行
動
が
定

着
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
企
業
行
動
が
こ
の
よ
う
な
性
椿
を
強
め

て
い
く
申
で
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
従
業
員
が
果
す
役
割
は
次
第
に

次
の
よ
う
な
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
ま
ず
、
人
事
労
務
、
総
務
、
財
務
・
経
理
な
ど
の
事
務
部
門
の

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
は
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
い
ず
れ
の
要
素
に

関
し
て
も
拡
大
を
続
け
る
成
長
基
調
の
環
境
の
中
で
、
大
規
模
化

す
る
本
業
事
業
を
い
か
に
効
率
的
に
運
営
し
て
い
く
か
、
と
い
う

点
を
最
大
の
課
題
と
す
る
、
内
都
管
理
志
向
の
強
い
、
、
、
ド
ル
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
型
の
業
務
遂
行
が
期
待
さ
れ
た
。

　
販
売
部
門
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
マ
ー
ケ

ヅ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
知
識
に
基
づ
く
分
析
的
・
専
門
的
な
業
務
で

は
な
く
、
固
定
的
な
商
品
の
販
売
量
の
拡
大
と
い
う
、
比
較
的
単

純
な
業
務
で
あ
っ
た
。
販
売
部
門
で
は
、
管
理
職
レ
ベ
ル
の
従
業

員
に
対
し
て
も
、
現
場
の
営
業
活
動
に
密
着
し
て
現
場
の
活
カ
を

引
き
出
す
役
割
す
な
わ
ち
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
的
な
役
割
が
最

も
強
く
期
待
さ
れ
た
。

　
技
術
系
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
も
事
態
は
類
似
し
て
い
る
。

大
半
の
日
本
企
業
の
技
術
者
は
、
画
期
的
な
独
自
技
術
、
独
創
的

な
商
品
開
発
を
期
待
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
製
造
現
場
か
ら
遊

離
す
る
こ
と
な
く
、
確
実
な
商
品
の
開
発
．
改
良
や
プ
ロ
セ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
つ
こ
つ
と
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
ど
の
職
種
に
関
し
て
も
共
通
し
て
い
る
点
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
従
業
員
に
は
、
明
確
に
与
え
ら
れ
た
事
業
目
標
を
受
け
て
、
現

場
で
の
効
率
的
な
業
務
遂
行
を
リ
ー
下
す
る
こ
と
が
最
も
強
く
期

待
さ
れ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
だ
が
、
前
の
章
で
指
摘
し
た
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
の
方
向
は
、
多
角
化
と
情
報
化
で

あ
る
。
多
角
化
と
情
報
化
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
に
求
め
ら
れ
る
能
カ
は
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
効
率
的
に
実

現
し
て
い
く
、
と
い
う
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
能
カ
で
は

な
い
。
こ
れ
か
ら
の
企
業
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
求
め
る
の
は
、

他
社
と
の
差
別
化
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
新
製
品
．
新
事
業
の
開

発
、
画
期
的
な
業
務
遂
行
方
法
の
開
発
、
市
場
環
境
や
経
営
資
源

に
関
す
る
専
門
的
な
情
報
の
収
集
・
分
析
な
ど
で
あ
り
、
、
、
、
ド
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
能
カ
で
は
な
く
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て

の
能
カ
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

か
ら
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
深
い
専
門
的

知
識
と
幅
広
い
判
断
カ
・
企
画
力
で
あ
る
。

168
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4
　
人
事
管
理
の
新
し
い
方
向

　
①
転
換
期
に
お
け
る
人
事
管
理
の
課
題

　
企
業
行
動
の
多
角
化
・
情
報
化
に
よ
っ
て
企
業
が
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
に
求
め
る
能
カ
が
大
き
く
転
換
し
た
。
こ
の
中
で
、
こ
れ
ま

で
日
本
の
多
く
の
企
業
が
と
っ
て
き
た
伝
統
的
な
人
事
管
理
の
方

法
を
適
用
し
て
い
た
の
で
は
、
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な
問
題
が

出
現
し
て
き
た
。
人
事
管
理
の
本
質
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
は
次

の
二
つ
の
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　
第
一
の
間
題
点
は
、
本
業
か
ら
離
れ
た
新
規
事
業
を
担
当
し
う

る
高
度
な
専
門
能
カ
を
持
っ
た
人
材
が
大
量
に
必
要
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
生
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
学
卒
定
期
採
用
者
を
o
J
T

に
よ
っ
て
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
長
期
的
に
養
成
し
て
い
く
と

い
う
、
従
来
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
人
材
養
成
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し

て
い
く
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
。
人
材
不
足
が
と
り
わ
け
顕
著
に

現
れ
て
い
る
の
が
、
情
報
関
連
職
種
の
労
働
者
数
の
不
足
で
あ
る
。

労
働
省
の
「
情
報
処
理
関
違
サ
ー
ビ
ス
業
の
地
方
展
開
を
促
進
す

る
た
め
の
雇
用
労
働
面
の
対
応
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
」
（
昭

和
六
一
年
）
に
よ
れ
ぱ
、
ソ
フ
ト
技
術
者
が
不
足
し
て
い
る
と
答

え
た
企
業
は
八
六
・
三
％
に
及
ん
で
お
り
、
自
社
の
技
術
者
数
に

対
す
る
不
足
分
の
比
率
は
二
五
・
五
％
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
て
、
い
く
つ
か
の
企
業
で

人
材
過
剰
傾
向
に
あ
る
本
業
部
門
労
働
者
を
S
E
や
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
に
転
換
す
る
た
め
の
本
格
的
な
教
育
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
始
め
て
い
る
。

　
一
方
、
研
究
開
発
、
財
務
、
国
際
業
務
な
ど
の
専
門
職
従
事
者

に
関
す
る
中
途
採
用
市
場
が
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
、

学
卒
定
期
採
用
者
を
ジ
ェ
ネ
ヲ
リ
ス
ト
と
し
て
長
時
間
か
け
て
育

成
し
て
い
く
と
い
う
、
従
来
の
人
事
慣
行
が
崩
壊
し
始
め
て
い
る

こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
現
在
の
大
企
業
に
お
け
る
中
途
採
用
の

動
向
は
、
専
門
的
職
業
能
カ
の
裏
付
け
の
あ
る
人
材
を
求
め
て
い

る
点
に
特
質
が
あ
る
。
多
角
化
、
情
報
化
に
加
え
て
国
際
化
を
志

向
し
て
い
る
現
在
の
わ
が
国
の
産
業
界
に
あ
っ
て
は
、
内
部
養
成

と
い
う
限
ら
れ
た
方
法
だ
け
で
は
な
く
、
即
戦
カ
と
な
る
尊
門
的

職
業
人
を
外
部
か
ら
調
達
す
る
方
法
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

　
伝
統
的
な
人
事
管
理
の
発
想
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な
第

二
の
問
題
点
は
、
中
高
年
層
と
若
年
層
と
の
間
で
業
務
遂
行
能
カ

の
逆
転
現
象
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
高
年
層
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
の
異
質
事
業
分
野
へ
の
適
応
能
カ
の
乏
し
さ
が
多
く
の
企
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第2図

斬新なアイデア、橘想を生み山す能力の欠如

　　　　進取の精神・好奇心の欠如

環境変化を理解し、認識できる能力の欠如
バソコン・ワープロなどのOA機器活用能カ
．の欠如

　　コンピュータを駆使する能力の欠如

　　憎報を解析し、活用する能力の欠如

　　　塞礎的な専門職業能カの欠如

　　外国人と交渉、商談する能力の欠如

　　　　　　　　その他

中高年に欠けている能カについての企業の認識
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業
で
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
間
題
は
、
年
齢
秩

序
を
重
視
す
る
こ
れ
ま
で
の
人
事
管
理
の
発
想
に
大
き
な
転
換
を

求
め
る
作
用
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
日
本
企
業

は
、
長
期
的
な
成
長
基
調
の
持
続
す
る
市
場
環
境
の
中
で
、
事
業

分
野
を
絞
り
込
ん
で
、
シ
ェ
ア
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
お

い
た
経
営
戦
略
を
と
っ
て
き
た
。
今
日
の
中
高
年
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
は
こ
の
よ
う
な
経
営
環
境
の
中
で
経
営
戦
略
の
実
行
の
中
心
的

な
担
い
手
と
し
て
勤
務
経
験
を
深
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
企
業

環
境
の
も
と
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
従
業
員
の
人
事
管
理
の
方

向
性
は
き
わ
め
て
明
快
で
あ
っ
た
。
共
通
の
価
値
観
、
発
想
を
持

つ
集
団
を
同
質
的
に
底
上
げ
し
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
正
確
か
つ

効
率
的
に
達
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
内
都
管
理
に
秀
で
た
人
材

を
大
量
に
養
成
す
る
こ
と
が
主
た
る
方
向
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

多
角
化
・
情
報
化
を
志
向
す
る
今
日
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
こ
の

よ
う
な
中
高
年
の
勤
務
姿
勢
が
か
え
っ
て
阻
害
要
因
と
し
て
意
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
勤
務
婆
勢
か
ら

は
、
多
角
化
・
情
報
化
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
能
カ
、
す
な
わ

ち
、
進
む
べ
き
事
業
分
野
を
構
想
し
た
り
、
新
規
事
業
適
応
し
て

こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
り
す
る
よ
う
な
能
力
は
生
れ
に
く
い
。

　
我
々
の
研
究
会
が
実
施
し
た
調
査
（
第
2
図
）
に
よ
れ
ぱ
、
現
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（25）　企業行動の多角化・情報化とホワイトカヲーの労働

在
企
業
が
中
高
年
従
業
員
に
欠
け
て
い
る
能
カ
要
素
と
し
て
強
く

認
識
し
て
い
る
項
目
は
、
「
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
、
構
想
を
生
み

出
す
能
カ
の
欠
如
」
（
六
六
・
七
％
）
、
「
進
取
の
精
神
、
好
奇
心

の
欠
如
」
（
五
八
・
六
％
）
、
「
環
境
変
化
を
理
解
し
、
認
識
で
き

る
能
カ
の
欠
如
」
（
四
九
・
六
％
）
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。

　
多
角
化
・
惜
報
化
を
実
現
さ
せ
て
行
く
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
、

内
部
管
理
向
き
の
人
材
を
長
期
閲
か
け
て
大
量
に
養
成
し
て
い
く

能
カ
開
発
シ
ス
テ
ム
や
年
齢
秩
序
に
重
き
を
お
い
た
人
事
管
理
シ

ス
テ
ム
は
適
切
で
は
な
い
。
若
い
う
ち
か
ら
専
門
的
な
知
識
や
能

カ
の
育
成
を
行
な
い
、
客
観
的
な
職
務
遂
行
能
力
に
裏
付
け
ら
れ

た
人
事
管
理
を
行
な
う
方
向
へ
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
要
請
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
②
専
門
化
、
広
域
化
、
多
様
化

　
前
節
の
分
析
に
よ
っ
て
、
企
業
が
多
角
化
・
情
報
化
を
進
め
て

い
く
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
人
事
管
理
の
ど

の
よ
う
な
点
が
問
題
で
あ
る
の
を
考
察
し
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題

点
を
解
決
す
る
た
め
の
新
し
い
人
事
管
理
の
方
向
が
、
次
第
に
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
専
門
化
、
広
域
化
、
多
様
化
と
い
う

三
つ
の
方
向
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
以
下
に
叙
述
し
て
い

く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ω
専
門
的
職
業
能
カ
の
育
成
と
活
用

　
こ
れ
ま
で
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
強
く
求
め
ら
れ
て
き
た
職
業

能
カ
が
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
は
す

で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
能
カ
は
、
様
々
な
部

署
を
幅
広
く
経
験
し
な
が
ら
、
次
第
に
上
位
の
職
位
に
昇
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
養
わ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

は
、
人
事
管
理
の
基
準
と
し
て
年
齢
や
経
験
年
数
が
重
視
さ
れ
る

こ
と
に
は
正
当
な
理
由
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
企
業
経

営
の
カ
点
が
多
角
化
、
情
報
化
へ
と
移
っ
て
い
く
中
で
、
人
事
管

理
の
基
準
は
年
齢
と
い
う
要
素
か
ら
、
専
門
的
職
業
能
カ
と
い
う

要
素
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
か
ら
の
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
多
角
化
、
情
報
化
の
担
い
手
と

し
て
業
務
を
イ
ノ
ベ
イ
ト
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

業
務
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
専
門
領
域
に
関
す
る
正
確
で
深
い

知
識
や
、
知
的
な
判
断
能
力
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
事

管
理
は
、
経
験
年
数
と
い
う
要
素
を
過
度
に
重
視
す
る
こ
と
な
く
、

各
個
人
が
保
有
し
て
い
る
専
門
的
職
業
能
カ
の
育
成
と
活
用
を
目

的
と
し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
回
企
業
グ
ル
ー
プ
ワ
ィ
ド
で
展
開
す
る
広
域
雇
用
シ
ス
テ
ム

　
企
業
の
多
角
化
は
多
く
の
場
合
、
分
社
化
、
関
連
会
社
の
設
立
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一橋論叢 第103巻 第2号　（26）

と
い
う
形
態
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
雇
用
に
つ
い
て

も
企
業
グ
ル
ー
プ
の
観
点
が
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
る
。
企
業

グ
ル
ー
プ
ワ
イ
ド
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
た
場
合
の
、
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
バ
タ
ー
ン
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
事
務
系
の
専
門
職
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
様

々
な
業
態
の
企
業
に
お
い
て
業
務
経
験
を
稜
み
重
ね
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
の
専
門
的
職
業
能
カ
を
汎
用
性
の
あ
る
も
の
に

高
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ぱ
人
事
労
務
の
専
門
職
を
例
に

と
．
れ
ぱ
、
最
初
に
製
造
業
の
人
事
を
マ
ス
タ
ー
し
、
以
後
、
関
連

販
売
会
社
や
新
規
に
設
立
し
た
別
業
種
の
企
業
で
も
人
事
の
業
務

を
担
当
す
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
い
く
。
こ
の

よ
う
な
異
動
を
経
験
す
る
中
で
、
人
事
全
般
に
つ
い
て
の
幅
広
い

応
用
能
カ
を
身
に
つ
け
、
企
業
が
ど
の
よ
う
な
事
業
分
野
に
多
角

化
し
て
い
っ
た
場
合
で
も
、
す
ぐ
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
第
二
に
、
技
術
系
の
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
広
域
化
に

よ
っ
て
、
加
齢
に
よ
る
能
カ
の
変
化
に
対
応
し
た
柔
軟
な
人
材
活

用
が
行
な
わ
れ
る
。
技
術
者
の
キ
ャ
リ
ア
バ
タ
ー
ン
は
例
え
ば
次

の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。
若
年
期
に
は
基
礎
研
究
に
特
化
し
た
企

業
に
勤
務
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
職
場
環
境
、
労
働
条
件
の
中
で
能

カ
を
発
揮
さ
せ
る
。
中
年
期
以
降
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
製
造
業
企

業
に
転
籍
し
て
、
製
品
開
発
や
生
産
技
術
な
ど
の
仕
事
に
従
事
す

る
。
さ
ら
に
高
年
期
に
お
い
て
は
、
成
熟
技
術
分
野
の
企
業
や
海

外
子
会
社
の
製
造
担
当
の
経
営
者
に
昇
進
さ
せ
る
。
グ
ル
ー
プ
ワ

イ
ド
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
パ
タ

ー
ン
を
積
ま
せ
る
こ
と
は
、
技
術
革
新
の
進
展
著
し
い
こ
れ
か
ら

の
企
業
環
境
に
適
合
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
に
経
営
幹
部
候
補
に
対
し
て
は
、
早
期
に
分
社
、
子
会
社

の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
経
験
さ
せ
る
。
若
年
期
に
お
け
る
こ

の
よ
う
な
経
験
を
将
来
の
経
営
者
育
成
の
た
め
の
布
石
と
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
に
例
示
し
た
三
つ
の
コ
ー
ス
は
広
域
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
完

成
し
た
場
合
に
実
現
さ
れ
る
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
準
備
段
階
と

し
て
、
現
在
、
多
く
の
企
業
で
グ
ル
ー
プ
人
事
強
化
の
た
め
の
様

々
な
努
カ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
内
人
事
異
動
に
つ
い

て
の
統
轄
化
、
グ
ル
ー
プ
採
用
制
度
の
導
入
、
教
育
訓
練
業
務
の

統
合
、
福
利
厚
生
制
度
の
二
兀
的
な
管
理
、
グ
ル
ー
プ
労
使
関
係

の
構
築
な
ど
が
一
部
の
企
業
で
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
㈹
多
様
性
を
前
提
に
し
た
人
事
管
理
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（27）企業行動の多角化・情報化とホワイトカラーの労働

　
多
角
化
・
情
報
化
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
人
的
構
成
と
仕
事

内
容
の
多
様
化
を
も
た
ら
す
。
人
事
管
理
も
こ
の
こ
と
を
前
提
に

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
三
つ
の
側

面
が
存
在
し
て
い
る
。

－
第
一
に
は
、
メ
ン
バ
ー
の
雇
用
契
約
の
多
様
性
を
前
提
に
し
た

制
度
設
計
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
多
角
化
を

進
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
性
格
を
異
に
す
る
様
々
な
職

場
が
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
出
現
す
る
。
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
人
事

制
度
で
は
こ
の
事
態
に
対
応
で
き
な
い
。
す
で
に
多
く
の
企
業
が

導
入
を
開
始
し
て
い
る
各
種
の
コ
ー
ス
選
択
制
度
は
、
こ
の
方
向

を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
は
、
配
置
管
理
の
多
様
性
で
あ
る
。
情
報
化
が
進
み
、

ま
た
事
業
の
見
直
し
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
る
結
果
と
し
て
、
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
働
は
基
本
的
に
ノ
ン
ル
ー
テ
ィ
ン
な
性
格
を
強

め
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ノ
ン
ル
ー
テ
ィ
ン
業
務
は
本
来
、

開
始
時
期
と
終
了
時
期
と
を
あ
ら
か
じ
め
特
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
定
期
的
人
事
異
動
制
度
の
よ
う
な
一
律
的

な
配
置
転
換
は
で
き
に
く
く
な
る
。
ま
た
、
単
独
で
は
遂
行
で
き

な
い
ノ
ン
ル
ー
テ
ィ
ン
業
務
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
よ
う
な
、
柔
軟
な
組
織
運
営
に
よ
っ
て
対
応
す
る
場
合
が
増

え
て
く
る
。
一
人
の
人
間
が
同
時
に
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
る
よ
う
な
形
態
も
次
第
に
一
般
化
し
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
は
、
処
過
に
お
け
る
格
差
の
拡
大
が
一
定
の
限
度
の
中

で
容
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
事
業
の
多
角
的
展
開
に
よ
っ
て
、

企
業
（
グ
ル
ー
プ
）
内
の
業
績
格
差
が
目
に
見
え
や
す
く
な
る
。

ま
た
、
情
報
化
の
効
果
で
各
人
が
遂
行
す
る
仕
事
内
容
は
客
観
化

す
る
。
こ
れ
か
ら
の
人
事
管
理
は
個
人
間
の
業
綾
椿
差
の
拡
大
か

ら
目
を
そ
む
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
律
的
で
平
等
主
義
的
な

人
事
処
遇
制
度
は
従
業
員
の
側
か
ら
も
納
得
を
得
る
の
が
難
し
く

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

結
び

　
本
稿
で
は
、
産
業
構
造
転
換
期
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
に
つ

い
て
、
多
角
化
、
情
報
化
を
軸
と
す
る
企
業
経
営
の
転
換
と
い
う

視
点
を
中
心
に
お
い
て
議
論
を
進
め
て
き
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

産
業
構
造
転
換
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
個

別
企
業
の
経
営
や
人
事
管
理
の
視
点
だ
け
か
ら
で
は
、
全
体
像
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
筆
者
は
本
論
文
の
続
編
と
し
て
別

稿
を
用
意
し
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
を
め
ぐ
る
変
化
が
意
味
す

る
も
の
を
よ
り
広
い
視
角
か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
に
関
し
て
は
、
労
働
市
場
、
雇

用
形
態
、
労
働
時
間
、
労
使
関
係
な
ど
、
多
く
の
観
点
か
ら
の
検

討
テ
ー
マ
が
山
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
別
稿
の
中
で
検
討
を
加
え
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
［
付
記
］

　
　
　
本
稿
は
、
一
橋
大
挙
名
替
教
授
津
田
真
徴
先
生
の
退
官
記
念
論
文

　
　
集
の
た
め
に
準
備
し
た
草
稿
に
加
箪
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
機
会
に
津
田
真
激
先
生
か
ら
の
長
年
に
わ
た
る
ご
指
導
に
対
し

て
感
謝
の
言
葉
を
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、

す
の
ご
発
展
を
祈
念
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

先
生
の
学
問
の
ま
す
ま

（
1
）
　
経
済
企
圃
庁
調
査
局
『
発
展
基
盤
の
多
元
化
を
進
め
る
企
葉
行

　
動
』
大
蔵
省
印
刷
局
一
九
八
六
年
。

（
2
）
　
代
表
的
な
著
作
と
し
て
、
吉
原
英
樹
・
佐
久
間
昭
光
・
伊
丹
徴

　
之
．
加
謹
野
忠
男
『
目
本
企
業
ρ
多
角
化
戦
略
』
日
本
経
済
新
聞
社

　
一
九
八
一
年
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
挙
助
教
授
）
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